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２
０
２
４
年
度
長
期
交
換

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
２

期
） 

の
留
学
生
は
、
英
語
コ

ー
ス
に
２
人
が
決
ま
っ
た
。

留
学
先
と
派
遣
期
間
、
氏

名
、
学
部
学
年
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
） 

 

■
オ
レ
ゴ
ン
大
学
（
米

国
、
６
月
〜
25
年
３
月
） 

亀
山
颯
太
（
経
済
３
） 

▽
大

槻
優
太
（
経
営
３
）

ー
を
務
め
、「
英
米
文
学
文
化

に
お
け
る
食
の
風
景
」
を
テ

ー
マ
に
、作
品
の
鑑
賞
・
分
析

方
法
を
学
ん
で
い
る
。

　
４
月
24
日
は
、
翻
訳
家
で

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
柴
田

元
幸
さ
ん
が
講
義
し
た
。
マ

ー
ク
・
ト
ウ
ェ
イ
ン
や
、
エ

ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
な

ど
の
作
品
を
題
材
に
、
作
中

に
登
場
す
る「
食
」に
関
す
る

印
象
的
な
場
面
や「
飢
え
」に

つ
い
て
、
当
時
の
時
代
背
景

や
作
家
の
技
巧
的
特
徴
を
交

え
て
解
説
し
た

写
真
。

　
学
生
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ

文
学
翻
訳
の
第
一
人
者
で
あ

る
柴
田
さ
ん
の
話
を
聞
き
、

「
翻
訳
家
の
講
義
を
聴
く
の

は
初
め
て
な
の
で
新
鮮
だ
っ

た
。
作
者
の
個
性
を
手
が
か

り
に
し
て
作
品
を
読
み
解
く

ア
プ
ロ
ー
チ
が
興
味
深
か
っ

た
」と
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

本
経
済
論
が
専
門
の
櫻
井
宏

二
郎
教
授
が
「
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
の
影
響
」
と
題

し
て
講
義
を
行
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
を
挟
ん
で
５
年
ぶ
り
の

対
面
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
約
70
人
の
受
講
者
が
足

を
運
び
、熱
心
に
聴
講
し
た
。

　
人
口
減
少
に
よ
っ
て
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
成
長
率
や
経
済
構
造
が

ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る

か
解
説
し
た
後
、
少
子
化
に

焦
点
を
当
て
、
そ
の
要
因
と

対
策
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
施
策
や
家
族
政
策
を
積

極
的
に
進
め
て
出
生
率
を
回

復
さ
せ
た
欧
州
の
例
を
引

き
、「
女
性
の
就
業
と
子
育
て

の
両
立
支
援
、
経
済
的
支
援

や
夫
の
育
児
参
加
が
望
ま
れ

る
」
と
指
摘
。「
粘
り
強
く
少

子
化
対
策
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
人
口
減
少
・
少
子
高

齢
化
を
前
提
に
社
会
や
制
度

を
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
結
ん
だ
。

１
か
ら
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ

ー
シ
ッ
プ
（
第
２
版
）

 

足
代
訓
史 

共
著

 

（
分
担
執
筆
）

　
近
年
、
経
済
や
社
会
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
も
た
ら
す

も
の
と
し
て
「
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
が
着
目
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
言
葉
は
、
企
業
家

精
神
（
行
動
）
と
訳
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
ゼ
ロ
か
ら
の

「
起
業
」
だ
け
に
関
連
し
た

も
の
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
実
は
、
企
業
の
新
規
事

業
開
発
や
同
族
企
業
の
事
業

承
継
な
ど
と
も
密
接
に
関
わ

る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
15
人
の
研
究
者

に
よ
る
著
作
で
あ
り
、
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
は

何
か
、
ま
た
、
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
と
は
い
か
な
る
行
動

特
性
を
有
す
る
人
で
あ
る
の

か
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
体
系
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
。
共
著
者
の
一
人
で
あ

る
足
代
は
第
10
章
を
担
当

し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
（
現
Ｘ
）

を
例
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

期
の
企
業
家
活
動
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
る
。（
碩
学
舎
・

税
込
み
２
９
７
０
円
）

　
共
著
者
（
あ
じ
ろ
・
さ
と

し
）
経
営
学
部
教
授
。
経
営

学
（
事
業
創
造
論
、
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
論
）。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　
法
と

社
会

 

飯
考
行 

編
著

　
法
学
入
門
書
は
数
多
く
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
条
文
か
ら

法
を
説
く
。
そ
れ
に
対
し
て

本
書
は
、
社
会
か
ら
法
を
説

く
法
社
会
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
と
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　
人
生
と
法
の
関
わ
り
、
社

会
生
活
と
法
、法
の
担
い
手
・

法
の
創
造
の
三
つ
の
パ
ー
ト

で
、
子
ど
も
、
教
育
、
事
故

と
災
害
、
高
齢
者
、
ま
ち
づ

く
り
、
農
業
・
漁
業
、
沖
縄
、

動
物
の
権
利
、
裁
判
を
通
じ

た
法
の
形
成
や
、
市
民
の
司

法
参
加
な
ど
の
24
の
テ
ー
マ

を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　
各
章
は
、
概
説
、
論
点
、

事
例
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

か
ら
な
る
。
実
例
や
判
決
に

基
づ
い
て
、
法
と
社
会
へ
の

関
心
を
読
者
が
深
め
る
こ
と

に
留
意
さ
れ
て
い
る
。

　
執
筆
者
は
、
法
律
科
目
の

授
業
を
担
当
す
る
大
学
教
員

で
あ
る
。
専
攻
す
る
テ
ー
マ

を
、
教
育
者
と
し
て
分
か
り

や
す
く
記
し
て
い
る
。
こ
の

一
風
変
わ
っ
た
法
学
・
法
社

会
学
の
入
門
書
を
読
み
、
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
な
ど
で
議
論
す
る

こ
と
で
、
法
を
自
分
ご
と
と

し
て
と
ら
え
直
す
こ
と
に
つ

な
が
る
で
あ
ろ
う
。（
八
千
代

出
版
・
税
込
み
２
９
７
０
円
）

　
編
著
者
（
い
い
・
た
か
ゆ

き
）
法
学
部
教
授
。
法
社
会

学
。

就
職
だ
よ
り

　〈
全
年
次
生
へ
〉
「
駒
澤
×

昭
和
女
子
×
専
修
大
学
合
同

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
実
践
講
座
」
を
７
月
13
日

（
土
）
に
対
面
で
実
施
し
ま

す
。
現
役
人
事
担
当
者
や
就

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
面
接
官

を
担
当
し
、
他
大
学
生
と
一

緒
に
、
本
番
さ
な
が
ら
の
環

境
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
体
験
で
き
ま
す
。

学
年
を
問
わ
ず
参
加
可
能
で

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
開
催
場
所
は
昭

和
女
子
大
学
（
世
田
谷
区
太

子
堂
）、
詳
細
は「
Ｓ-

ｎ
ｅ

ｔ
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　〈
４
年
次
生
へ
〉
４
年
次
生

を
対
象
と
し
た
求
人
情
報
が

引
き
続
き
多
く
の
企
業
か
ら

届
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

情
報
は
、
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」の「
来
校
企

業
情
報
」
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
就
職
活
動
を
継
続

し
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
個
別

相
談
で
も
求
人
情
報
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
進
路
決
定
者
は

「
進
路
届
」
を
就
職
支
援
シ

ス
テ
ム
「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」、
も

し
く
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

課
窓
口
に
て
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。「
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｕ
ｓ
」
か
ら
「
就
職
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
回
答
に
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
低
成
長
と
人
口
減
少
に

立
ち
向
か
う
日
本
経
済
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
経
済
学
部
公

開
講
座
が
５
〜
６
月
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
６
回
に
わ
た

っ
て
開
催
さ
れ
た
。
低
迷
が

続
く
日
本
経
済
の
課
題
や
対

応
に
つ
い
て
、
６
教
員
が
マ

ク
ロ
経
済
、
財
政
、
金
融
、

産
業
、
地
域
、
家
計
な
ど
多

角
的
な
側
面
か
ら
論
じ
た
。

　
初
回
の
５
月
11
日
は
、
日

　
文
学
部
英
語
英
米
文
学
科

の「
特
別
総
合
講
義
」
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家

や
研
究
者
を
招
き
、
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
の
授
業
を
行
っ
て

い
る
。
今
年
度
は
中
垣
恒
太

郎
教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
本
学
独
自
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
今
年
度
も
始
ま
っ
た
。
１
年
次
生
か

ら
４
年
次
生
ま
で
計
約
１
７
５
人
が
参
加
し
、
本
格
的
な
活
動
に
向
け
て
意
識
を

高
め
て
い
る
。
Ｐ
Ｂ
Ｌ
はProject Based Learning

の
略
称
で
、
課
題
解
決
型

学
習
と
訳
さ
れ
る
。
本
学
で
は
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が
、
問
題
解
決
型

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
旧
‥
課
題
解
決
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）、
専
大
ベ

ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
つ
を
展
開
し
て
い
る
。

　リサーチがテーマの産官学によるRESEARCH Conference 2024が５月18日、

神田キャンパスで開催された。同事務局とネットワーク情報学部の共同開催。

　行政、大手企業、スタートアップなどの実務者が集い、リサーチの価値や

可能性について考え、交流を深めることを目的としている。３回目となる今

回は、オンラインとオフラインで合計2000人以上が参加した。

　19の講演セッションがあり、最新のリサーチ活

用事例を紹介。その中で上平崇仁ネットワーク情

報学部教授は「デザインリサーチと教育」と題し

て講演した。授業での実践事例を報告し、「とも

に〈つくること〉を通して知ることがある。学生

にとっても企業や行政にとっても、新しい問いを

見つけるきっかけになる」と語った。

　ポスターセッションにはネットワーク情報学部

の３組が参加し、昨年度の取り組みを紹介した。

　上平研究室は、鹿児島県阿久根市での市場跡地再活用事業の基礎調査につ

いて報告。学生が阿久根市で実施したデザインリサーチの様子をつまびらか

にし、活用方法を提案した。

菅原真唯さん（令６ネット

情報）、山根霧羽さん（同）、

上山哲太さん（同）は「さ

まざまな場所を訪ね、たく

さんの人たちと話したこと

は貴重な体験で、自分たち

の成長につながった」と語

った。

講
演
す
る
上
平
教
授

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
卒
業

生
が
昨
年
度
の
調
査
活
動
を
説
明

日本経済の課題と対策
６教員が多角的に解説

経済学部公開講座

日本経済の動向に関心を持つ多くの受講者が聴講

英
語
英
米
文
学
科
・
特
別
総
合
講
義

「
食
」の
視
点
で
作
品
鑑
賞

専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
学
生
の
起
業
家
精
神
（
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
養
成
を
目
的
に
、

講
座
や
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

　
全
９
回
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
講

座
」
は
、
外
部
講
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

講
義
と
対
面
形
式
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
、
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
体
系

的
に
身
に
つ
け
る
。
今
年
度
は
約
50
人
が

受
講
。
こ
こ
で
作
成
し
た
プ
ラ
ン
を
磨
い

て
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
す
る
学
生
も
多

く
、
昨
年
度
の
鳳
賞
（
最
優
秀
賞
）
受
賞

者
も
本
講
座
の
受
講
生
だ
。

　
５
月
18
日
に
行
わ
れ
た
今
年
度
２
回
目

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
２
種
類
の
ア
イ
デ
ア
発
想
法
を
体

験
し
た
。
受
講
生
は
、「
入
学
前
か
ら
こ
の

講
座
を
受
講
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
今

日
の
ワ
ー
ク
で
は
、
先
入
観
や
固
定
観
念

に
疑
問
を
持
つ
こ
と
が
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
が
る
と
い
う
発
見
を
得
ら
れ
た
」

と
話
し
た
。

他
チ
ー
ム
の
発
想
の
過
程
を
見
学

問
題
解
決
型
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
問
題
解
決
型
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
学
生
が
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
本
学
独

自
の
就
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
都
内
や
神

奈
川
県
内
の
企
業
や
行
政
で
、
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
運
営
や
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
な

ど
、
各
団
体
が
提
示
す
る
テ
ー
マ
に
即
し

て
学
生
が
主
体
的
に
活
動
す
る
。
チ
ー
ム

で
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と

で
「
論
理
思
考
力
」「
問
題
解
決
力
」
な

ど
を
鍛
え
る
。
今
年
度
は
20
テ
ー
マ
に
１

２
５
人
が
参
加
し
て
い
る
。

　
５
月
18
日
は
受
け
入
れ
先
企
業
の
人
事

担
当
者
を
招
い
て
、
チ
ー
ム
活
動
の
心
構

え
を
学
ん
だ
。
全
員
で
結
論
を
導
き
出
す

合
意
形
成
ゲ
ー
ム
で
は
、
危
機
的
状
況
か

ら
ど
の
よ
う
に
抜
け
出
す
か
議
論
し
た
。

講
師
は
「
こ
れ
か
ら
の
活
動
で
は
、
メ
ン

バ
ー
で
解
釈
の
違
い
が
出
て
く
る
が
、
し

っ
か
り
意
見
を
交
わ
す
こ
と
が
大
事
だ
。

合
意
形
成
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
が
目
線
を

合
わ
せ
て
、
チ
ー
ム
と
し
て
ど
う
考
え
行

動
す
る
か
が
問
わ
れ
る
」
と
助
言
し
た
。 グループワークで意見を交わす受講生たち

RESEARCH Conference 2024RESEARCH Conference 2024 神田キャンパスで開催 神田キャンパスで開催

ネット情報・上平教授が講演ネット情報・上平教授が講演

Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
始
動

第第
5757
回
黒
門
祭

回
黒
門
祭
■
６
／
28
㈮
～
30
㈰

■
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

学
術
文
化
会
に
所
属
す
る
団
体
が
活
動
成
果
を
発
表
す
る
。

学
術
文
化
会
に
所
属
す
る
団
体
が
活
動
成
果
を
発
表
す
る
。

24
年
度
長
期
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム（
第
２
期
）

奥
村
経
世
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

長（
中
央
）と
参
加
学
生


